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○ 展示のねらい 

飼料用米の作付を推進するには、収益を確保するための多収栽培技術の確立が必要である。 

そこで、管内で作付の多い「あさひの夢」の多収栽培技術を、地力維持のための「発酵鶏糞」と

「肥効調節型肥料」の追肥および追肥を省いた「全量基肥肥料」で検討し増収効果を確認する。 

 

 

○ 主な成果 

分施区は、発酵鶏糞の投入と基肥窒素の増施によって生育初期から分げつが促進された結

果、多くの穂数を確保でき、また一穂粒数も多くなったことで、総籾数は慣行区を大きく上

回り、増収を確認することができた。 

 

表１ 最高分げつ期調査  表２ 収量構成要素 

 

○ 今後の方向性 

 分施区は慣行区や全量基肥区と比べ収量は多かったものの、千粒重や登熟歩合が低かった。

その原因としては、総籾数の過剰が考えられる。千粒重や登熟歩合が向上すれば更なる増収

が見込めるため、今後は更なる安定生産に向け、より適正な裁植密度や追肥時期などの検討

を行う。 

飼料用米の多収栽培技術の確立 

  要約 

飼料用米において「あさひの夢」の多収栽培技術を検討したところ、発酵鶏糞施用と

効果的な追肥による分施区（「発酵鶏糞」＋「基肥」＋「追肥」）において増収効果を

確認することができた。 

 しかし、籾数の過剰で分施区は登熟歩合が最も低くなったため、今後は更なる安定生産

に向け、より適正な裁植密度や施肥時期などの検討を行う。 
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